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Abstract

We had carried out bathymetric surveys in the region to the northwest of OkinawaIsland. The region is

characterized with high hydrothermal activity, and many volcanic features were discovered including two no-

table examples of submarine calderas. These volcanic features are located near the Iheya knoll, a major hy-

drothermal area, most likely being on the southern end of the volcanic front extended from the Tokara vol-

canic Islands.

１ 序論

海上保安庁では海洋調査の推進及び海洋情報の管

理・提供体制の整備の一環として，これまで詳細な

データが不足している日本周辺の海域について，海

底地形の調査を実施している．２００８年度は，測量船

「昭洋」及び「拓洋」により，沖縄本島北西沖の「伊

平屋小海嶺」「伊是名海穴」を含む海域において精

密な海底地形調査を実施した．同海域は，１９８４年に

海上保安庁の測量船「拓洋」によって地形調査が行

われていたが，今回は，最新の測量機器を用いるこ

とでより詳細な海底地形を把握することを目的とし

ている．

同海域は，海底における活発な熱水活動（以下海

底熱水活動）が確認されている海域（JOGMEC，

２００６）であり，大学や JAMSTEC等によって精力的

に調査が行われている海域（例えば Ishikawa et al.,

１９９１）でもある．

今回の海底地形調査の結果，海底における火山活

動によって生じたと考えられる地形が新に発見され

たので報告する．

２ 調査概要

２．１ 調査海域

沖縄北西方の位置概略を第１図に示す．今回の調

査海域は，沖縄本島から北西に５０kmに位置する，

約１００km四方の海域である．

２．２ 調査期間

第２次東シナ海領海・EEZ調査

（「昭洋」２００８/７/１２－７/３０）

第７次東シナ海領海・EEZ調査

（「拓洋」２００８/１１/１９－１２/７）

２．３ 調査内容

２．３．１ 測位

測位はGPS及びDGPSにより行った．今回の調査

海域内においては，全域DGPS（慶佐次局）を使用
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第２図 調査海域図．
Fig.２ Map of survey area.

した．

２．３．２ マルチビーム測深機

測量船「昭洋」「拓洋」の測深機はSEABEAM

２１１２（SEABEAM社製）を使用した．機器の概要に

ついては，及川・他（２００８）と同様である．

２．３．３ 音速度改正

音速度改正のための音速プロファイルは，音速度

計（APPLIED MICROSYSTEMS LTD社製SV Plus）

による実測値，又は水温と塩分からの計算値を用い

た．水温，塩分の測定には，XBT，XCTD（鶴見精機

社製）を使用した．測定は，黒潮流軸を考慮すると

ともに表面水温の変化に応じ実施した．また，水温

・塩分の測定値が使用できない場合は日本海洋デー

タセンター（JODC）の水温及び塩分統計値を使用

した．本調査においては，海上重力，海上磁気の調

査も併せて実施したが，本報告においては地形調査

の概要についてのみ報告する．

３ 結果

３．１ 全体図

第２図に調査海域全域の地形調査の結果を示す．

北緯２７°３０′付近には海底火山活動で形成された小規

模な海丘が集合している伊平屋海丘群がある．伊平

屋海丘群のうち，最も顕著な地形は東北東－西南西

に細長く延びる伊平屋小海嶺である．また，伊平屋

小海嶺のほか，円錐形の海山やリッジ状の地形を伴

う海山も多数も存在している．

３．２ 伊是名海穴

伊平屋海丘群の南方約４０kmに伊是名海穴（大

島，１９８６）が位置する（第３図）．今回の調査では，

伊是名海穴の形状も詳細に調査された．伊是名海穴

は，最深部の水深約１６００m，直径約６ km，周囲より

４００m程低くなっているカルデラである．伊是名海

穴の北西には，火山活動によると思われる伊是名海

丘が認められる．伊是名海穴の西南西には２５kmに

も及ぶ海底の地滑りの痕跡も認められる．

３．３ 今回見つかった火山地形

今回の調査で，伊平屋海丘群の東方にも海底火山

活動と関連しそうな地形が数多く発見された．北緯

２７度３０分，東経１２７度３０分付近に見つかったカルデ

ラ地形を第４図で拡大した．二つのカルデラ地形の

大きさは，西側のカルデラ地形で直径約５ km，東

側の少し小さなカルデラで直径約３ kmである．東

第１図 調査海域位置図．赤い枠が調査海域に該当
する．

Fig.１ Location map of the survey area. Red box
shows survey area.
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側のカルデラ地形の水深はカルデラの縁で約４００

m，カルデラの底で約６００mである．また，カルデラ

の南には火山活動によると思われる海丘群が認めら

れる．

また，伊是名海穴の北東方約３０km付近にも直径

約３ kmのカルデラ地形が発見された（第５図）．第

４図に示すカルデラ地形よりも小規模であるが，外

輪山と中央火口丘を伴っており，火山地形と認識で

きる．このカルデラ地形の水深はカルデラの縁で約

１，１５０m，カルデラの底で約１，２９０mこのカルデラ

内には比高約１９０m，水深約１，１００mの中央火口丘

が見られる．

３．４ その他の特徴的な地形

伊是名海丘の周囲には，断層が多数見られる（第

６図）．伊是名海穴よりも南側では，断層の走向が北

東－南西方向（N６０°E）であるが，伊是名海穴から

伊平屋海丘群の間では，断層の走向が東北東－西南

西（N７５°E）に変わり，伊平屋海丘群の北側では，

さらにその走向がほぼ東－西（N８０°E）になってい

る．

４ 考察

第２図・第６図で示した断層は，琉球海溝の沈み

込みに伴う背弧側でのリフティングによって生じた

と考えられる．Kimura et al.（１９９１）やPark et al.

（１９９８）はこの海域で実施した音波探査の結果から，

複数の正断層を確認している．今回の断層群は，地

溝の中央に向かって低くなっている傾向を示すた

め，おそらく正断層だと推測される．海底地形上に

現れている断層は，その断層が比較的新しい時代に

形成されたことを示す．

また，これらの断層の走向は，伊平屋海丘群の

リッジ状の地形の走向とほぼ一致している．すなわ

ち，伊平屋小海嶺ではN７５°Eであり，また，伊平屋

小海嶺の北側２０kmに位置する伊平屋北海丘群の

第３図 伊是名海穴
Fig.３ Izena Hole

第５図 伊是名海穴の北東方で発見されたカルデラ
Fig.５ Caldera discovered in the northeast of

Izena Hole

第４図 伊平屋海丘群の東方で発見されたカルデラ
Fig.４ Caldera discovered in the east of Iheya

Knolls
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リッジの走向はN８０°Eになっている．したがって，

リッジは琉球海溝の沈み込みに伴う背弧側でのリフ

ティングによって生じた，正断層を弱線として上昇

したマグマによって形成されたと考えられる．

今回新たに見つかった火山地形は，これまでに見

つかっている海底熱水活動の活発な伊平屋海丘群よ

りも琉球弧側に位置し，比較的水深も浅い．また，

前述のリッジも伴っていないようである．少なくと

も今回の調査においては，リッジ状の地形は見受け

られない．したがって，伊平屋海丘群とは地形的特

徴が異なっている．今回の火山地形では岩石がサン

プリングされていないため，火山地形の成因につい

て言及することは難しいが，今回発見された火山地

形は，今回の調査海域の北東方に位置するトカラ列

島の南西方延長上に位置しており，また，横瀬ほか

（２００９）は，今回の調査海域の北の海域において，火

山岩をドレッジしていることから，トカラ列島と同

様の成因，すなわち火山フロントにおける島弧的な

成因であると考えるのが自然であろう．この点につ

いては，今後の調査が期待されるところである．

５ まとめ

今回の調査によって，沖縄北西海域の詳細な海底

地形が明らかになった．調査の結果，より琉球弧側

の浅い海域において，海底火山活動によって形成さ

れたと考えられる地形が多数発見された．今回の調

査海域からトカラ列島までの北東側海域は密な調査

が行われていないため，今後の海底地形調査で，更

にカルデラ等の火山性地形が発見されるかもしれな

い．
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